
中国流通の全体状況

開 催 日：2006年11月26日（日）

講　師：中商商業経済研究中心　于　　淑華

まず、今回の国際シンポジウムにお招きいただきまして、大変光栄で、この場をお借りし、

平尾先生をはじめ皆様に私の感謝の意をお伝えします。

私が今日発表する内容は、中国流通の全体状況についてです。配布した資料をご覧になりま

すと、内容が非常に多くなっていますが、今回は、時間の関係で重要な部分を重点的に説明し、

ほかの部分は簡単に説明をして参りたいと思います。

今回の、主に２つの内容に分かれ発表します。まずは中国流通の全体状況について発表させ

ていただきます。ここでは、２つの面から説明したいと思います。まずは、2005年中国小売業

の概況を説明し、次に2005年中国卸売業の概況を説明します。さらに、中国流通政策の動向と

流通業の発展について発表します。

中国流通の全体の状況から見ますと、近年、中国の流通取り巻くマクロ環境は大きく変化し

ました。中国関係部門が公表した数字から見ると、中国のＧＤＰは26年連続増加し、2005年に

は、9.9％増加しました。このようなＧＤＰの継続増加傾向は、消費財市場の継続的な安定と

その発展を大いに促進しました。其の作用を詳しく分析しますと、

１つは、2005年の中国社会消費財小売総額は6.7万億元に達し、2004年に比べ12.9％成長しま

した。 具体的な数字は図１グラフのようです。

（司会） 図１の15期はどういう意味でしょう。

（于） 1949年建国して以来、中国政府は５年間計画を建てているのですが、15期というのは

2001年から2005年までの５カ年計画を中国では、第10回の５カ年計画と言いますが、簡略して

第15期といいます。

（司会） 15期と言う用語はよく使われていますね。

（于） はい、よく使われています。

２つは、大都市と中型都市と県以下都市の消費から見ますと、大都市と中型都市の消費財小

売高は45,095億元で、前年に比べると13.6％成長しました。県レベルと見ると、中国には2,700

程度の県があります。中国の行政区画を説明しますと、中国全土には、直轄市が４つ、その下

には30の省、省の下には2,700の県があります。県の下には、郷と村があります。県以下の消

費財卸売高は22,082億元で、2004年より11.5％増加したことが分かりました。

３つは、業界発展から分析しますと、2005年の中国卸売業売上高は56,589億元で、前年対比

12.6％増加しました。飲食業の売上高は、ここ10年間、ほかの業態より最も発展が著しく、
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2005年売上高は、8,887億元で、2004年より17.7％増加しました。

（司会） 日本の小売売上高と違って、政府向けの売上とか、飲食も入っているのですか。

（于） そうです。

４つは、限額以上の卸売業の成長率が高い点です。限額というと、中国では３つに分類され

ています。卸上の度額といいますと、売上高が2,000万元以上の企業を指します。その以下は、

中小企業になりますので、統計には載っていません。年間売上高が2,000万元以上の卸売業企

業は、国の統計対象になります。小売業の場合、売上高が500万元、飲食業は200万元が統計対

象になります。中国では、そのような企業を限額以上の企業と称しています。其の中、成長が

最も高い業界を言いますと、資料にも載ってある１から12の業界です。

５つは、第10回目５カ年計画期間中の都市と農村住民の生活改善状況でありますが、表をご

覧になってください。表をご覧になりますと分かりますように、都市住民の１人当たりの可処

分所得は、2005年は10,493元で、農村住民の１人当たりの収入は、3,255元です。都市のエンゲ

ル係数は36.7％で、農村のエンゲル係数は45.5％、都市の住民の収入は農村の３倍以上という

ことが分かります。当然、現在中国においては、都市の生活レベルが農村より高いということ

を表しています。

６つは、チェーン店をあげることができます。2005年「中国チェーン店ランキング100」の

総売上高は7,076億元で、前年より32％成長しました。100の企業が有する店舗は、昨年まで

38,260店舗に達し、2003年より同じく32％増加しました。

７つ目は、2005年のチェーン業界の主な特徴を分析してみますと、次の幾つかの点にまとめ

ることができます。１つは、企業規模が継続的に拡大していること。２つは、チェーン店企業

の発展を取り巻く環境がますます規範化され、改善されていること。３つは、チェーン店企業

の経営は多くの地域へと発展し、また他業態にまで広げていることが分かります。現在までは

１級都市を中心に発展してきたが、近年には２・３級都市にまで発展しています。１・２・３

級都市というのは、省レベルは1級都市で、省以下は２級市場と言われ、県以下は３級市場と

言われています。中国では１級市場、２級市場、３級市場と良く使われています。４つは、農

村市場において、チェーン経営が活発化し始めたことです。農村の商業が活発化したのは、中

国政府の政策により、様々な方面で支援されているからです。

次には、2005年中国卸売業の概況ですが、卸売業は中国流通産業の経済的基盤として現在も

その重要な役割を発揮し続けています。2004年の中国第１次経済一般的調査によりますと、

2004年中国主要業種卸売業企業は、法人企業が53.1万社、従業員数は772.8万人で、売上高が

102,042.4億元という統計データがあります。

中国卸売業の発展状況を見ますと、限額以上の卸売企業の数は減少し、総卸売企業数のシェ

アは2.8％です。しかし、卸売業の店舗数と売上高と経営規模は毎年拡大趨勢見せています。

とくに日本にはあまりない商業組織があります。それは卸売機能をもつ商品市場でありまして、

2004年までにその数は26,995、農村地域の市場数は55,965でございます。いわゆる中国で小さ

い商品を取り扱う市場として、「小商品城」と言われています。最も有名なのは、浙江省の義

烏（イーウー）ですね。日本ではイーウー雑貨市場と言われています。外国の小売と卸売企業

は、義烏で仕入センターを建設し、全世界に商品を配送しています。カルフールとかウォルマ
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ートのようなグローバル大手小売企業は、そこで仕入れセンターとか物流センターを建設し、

商品の配送を行っています。いま中国全国には、取引額が１億元以上の商品取引市場は3,365、

取引規模はますます拡大し、取引額も増加しています。

（司会） 取引市場というのは向こうでいうとイーウーみたいな卸売の集積を取引市場と言うの

ですか。

（于） 取引市場とは、商品の卸売だけを行っている市場を指します。卸売市場ですけれども、

中国の卸売市場は日本のような、農村部の卸売だけじゃないですね。小商品、例えば、日用品

とか雑貨類、食品など多くの商品を取り扱う卸売を専門とする市場です。

中国の卸売業のモデルと特徴をいいますと、私は、13頁のように、①から⑫のモデルにまと

めました。参考になればいいと思います。

それでは、今からは中国流通政策動向と流通業の発展について発表します。この数年、中国

では流通に関する政策法律が頻繁に公表されました。これは、流通産業の規範化と快速発展に

大きな影響を及ぼしました。特に、昨年１年間に中国関係部門が公表した小売政策法は、過去

10年より多かったです。ここでは其の中で12の法規について例として列挙しました。実際には、

この12の法規を遥かに上回る法規が発表されています。

商業物流配送センターのことについてですが、商業企業の迅速な拡大につれ、商品配送セン

ターの建設も次第に企業たちが重視し、2004年、多くの大型商業企業はみずから資金を拠出し

て物流システムをつくりました。いわゆる企業が都市に来たわけですが、やっぱり国の強化策

の一環で、銀行からお金を借りてつくりました。いくつか企業がありますが、ほとんど中国で

は現在大きなチェーンオペレーション企業だということです。

商業物流配送発展の特徴をお話します。やはり現代的な物流と配送センターをつくって、物

流に対していくつかの特徴を持つようになっています。１つは、都市商業企業物流費用が低く

なったということです。もう１つの特徴は、企業商品在庫に変化が発生した。４番目、商業企

業物流と情報システムを構築するのが重視されているということです。今進んでいる商業流通

複雑性というのがあります。３ＰＬ物流が発展していますけれども、その中で商品流通の複雑

性から３ＰＬに高い要求を求め、一層複雑化しています。

流通競争発展趨勢についてお話しします。今年から中国流通発展はＷＴＯ加盟後全面的に開

放し、発展段階に突入して、商業企業はいまだかつてない競争局面に直面しました。主な趨勢

は、私が以下10ぐらいまとめました。時間の関係で詳しくは説明できません。

中国の３・４級、特に農村市場チェーン経営の発展は、まさにこのような市場の大趨勢と大

環境の背景のなかで、必然的に現実と市場発展需要が動いています。最近、商業部の予測によ

りますと、今年2006年、社会消費財小売総額は75,372億元で、昨年より12.2％増加します。都

市社会消費財額は51,015億元で前の年より13.1％の増加、農村消費財総額は24,357億元に達し、

前年より10.3％増加、飲食業小売総額は10,380億元で、前の年より16.8％増額します。これは

最近中国の商務部よ発表された数字で、今月はじめに発表された数字です。

2006年の中国消費財に対する市場分析によりますと、１番目、大きな消費市場潜在力がある

ということです。２番目、消費構造の昇級、変化によって小売業の発展が促進されたというこ

とです。３番目、農村商業環境が絶えず改善され、とくに今年は社会主義の新農村を建設する、
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新しい農村づくりを政府がいろいろ応援政策を出して、皆さんが知っているように、「万村千

郷」プロジェクトと言われていますが、今年は第2年目になります。「万村千郷」というのはわ

かりますか。「万村千郷」というのは、2,700ぐらいの県があります。１つの県の中には100～

1,000ぐらい村があります。中国政府は可能性のある村3,000～4,000元ぐらいの資金を提供し、

そこでお店をつくろうということです。計画として1万の村の中でお店をつくって、1,000ぐら

いの郷の中で大きなスーパーマーケットをつくろうと、それに対して政府からお金を出すプロ

ジェクトです。その中で東中部地域と、西部地域に応援政策をやっています。西部地域はとて

も経済的に多少遅れていますので、よく多くの資金を出すということです。東は発展していま

すが、少なくてもやっぱり出して応援するということです。農村の人たちの生活レベルを向上

させるためです。いわゆる農村消費環境を改善させるための政策だということです。４番目、

小型家電が素早く発展するということです。５番目、大型食品生産企業の形成と、安全係数が

ますます上昇していくということ、安全のことについてやっています。６番目、「万村千郷」

市場プロジェクトが2005年から開始されました。７番目、スーパーマーケットの発展は、調和

ある社会発展に適応しているということになっています。その中にはいくつかありまして、１

つは、流通競争の必要に応じて、多チャネル、多業態の出現、戦略競争、店舗競争、価格競争、

品質競争、サービス競争などが起きています。

農村の偽物は現在よく流れていますので、それを防止するために、チェーン企業による統一

した商品供給によって、いい商品を合理的な価格で農村消費者に提供するよう、政府から担当

者を派遣しています。その中の３番目、農村商品流通の中で存在している「３不３没」という

問題です。「３不３没」で私がまとめた問題ですが、いま政府の政策の中に書いて使うように

なりました。１つ、農村農民たちの購買不便。買ったもの不安心。それから買ったもの値段が

高い、不経済ということです。販売チャネルについて、収穫した農産物を売るチャネルがない、

栽培の自信がない、収穫利益がない、という「３不３没」と言われています。それは現状のこ

とです。こうした背景のもと、現在中国政府と農業部とか商務部は、農村住民にどうしても信

頼できる商品流通経営と経済組織を構築する必要があると考えて、いろいろ政策を立てたとい

うことです。

４番目、県、郷、鎮、村には現代商品流通を発展させる空間があると思います。潜在力があ

るということです。１つは、規模の拡張を実現できる資源がそこにはあります。つまり都市よ

り経済的、選択余裕の高い店舗資源をもっています。２つは、消費ニーズのある市場である。

収入の増加により、消費価値観も変化し続けています。３つは、農村住民の安全消費意識が高

まり、農村に現代化流通ネットワークの建設に必要な条件を提供したと思います。

中国のチェーン経営概念は日本から導入されましたが、同業態と同業種の多店舗経営をさし

ます。具体的には10店舗以上を経営するとのがチェーンと言われています。チェーン経営発展

方式の選択といいますと、いくつかの例があります。１つは、元の国有、購買販売流通企業を

改造した基礎の上で発展するモデル。元の国有あるいは購買販売社への委託管理のモデル。３

番目、商業資本と不動産商が連合して発展したモデル。４番目は社会資本投入のモデルという

組織があります。

農村におけるスーパーマーケットチェーン経営発展の特徴といいますと、やっぱり潜在市場
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があることです。１つ、発展可能性のある店舗と市場空間がある。２番目、大都市に比べ比較

的やすい家賃。３番目、消費ニーズが比較的に集中している。例えば１つのものを売るとたく

さん仕入れることができます。農村消費は多様化していないので、みんな必要なニーズが集中

していますから。それは商業を経営している企業にとっていいことじゃないでしょうか。地域

の集中的店舗展開と消費特徴が比較的に集中し、統一経営にとても有利だと思います。集中仕

入れ、集中配送比率は大都市より高い。農村ではばらばらに住民が住んでいます。大きなお店

ができないでしょう。だから１つ注文して１週間ぐらいリードタイムがありますので、集中し

て配送できます。もう１つ、地元では地元商品が足りないから、ほかの遠いところから品物を

集めて配送するということで、それは都市より価格が高くなります。

５番目、経営者の耐える能力が低い。６番目、商品配送コストが高い。地元の商品がないか

らコストが高いということになります。

７番目、チェーン経営規範管理と伝統的商業取引習慣の衝突ということがあります。具体的

には、８番目で、商品返品が比較的少ない。都市はよく返品がありますけれども、農村は返品

が少ないというと、やっぱり自分が必要なものを注文します。そればかりではなくて、現金で

仕入れるということなのです。９番目、消費観念停滞と言われています。10番目、本部に対す

る依頼性が強い。11番目、中国農村小売業は強い現地化の特徴をもっています。特に消費習慣

などです。要するに、中国農村は地元商品が少ないために、必要品を備えるためにコストが非

常に高くなります。ですから、近代的な卸売企業や、ウォルマートとかカルフールなど大きな

小売企業は村まで進出しません。やっぱりコストが高いということなのです。だから、本当の

村の市までいくのは小さい中小企業だけです。

以上です。

〔了〕
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